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すぽんじへあ －毛髪を多孔化しヘアケアを変える－

東海国立大学機構 岐阜大学 工学部

大学見本市2024　Innovation Japan

教授　武野 明義
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　日本最大級の産学連携イベントとして、2004年から 国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）が開催。
　全国の大学等機関から創出された研究成果の社会還元・技術移転を促進する事などを目的に、今年も東京ビッグサイトにて開
催されました。
　岐阜大学からも6名の先生が最新技術シーズを出展されました。

大学見本市 2024 Innovation Japan特 集
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細胞外小胞の薬物送達システムへの応用

大学見本市2024　Innovation Japan

東海国立大学機構 岐阜大学 工学部
教授　竹森 洋
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エクソソーム・EVs関連商品の応用研究
食品・化粧品・医薬品素材

GIFU EXOSOME
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保存安定性の高い架橋形成酵素の開発と
バイオマテリアルへの応用

大学見本市2024　Innovation Japan

東海国立大学機構 岐阜大学 工学部
准教授　大野 敏
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ウイルス移行の心配のない
新規異種移植用ブタ作製技術

大学見本市2024　Innovation Japan
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東海国立大学機構 岐阜大学 高等研究院
准教授　高須 正規
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低損失及び高推力/
トルク密度を実現する直動/回転モータの開発

大学見本市2024　Innovation Japan
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東海国立大学機構 岐阜大学 工学部
助教　八田 禎之
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クレイを用いたフレッシュコンクリートの
物理ゲル化 Physical gelation of fresh concrete using clay

大学見本市2024　Innovation Japan
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物理ゲル性能を付与したフレッシュコンクリートの流動性変化

クレイ水分散液の物理ゲルの特徴

クレイナノシート

物理ゲル

ゾル

流動変形下静置下

静電的な架橋点クレイナノシートを含む物理ゲル（左図）を振動させる

と、ネットワークを形成していたナノシートがバラバラ

になり、流動性が高くなります（右図）。静置すると、

再びネットワークを形成し、ゲル化します（左図）。

酸性側：
端面が正に
帯電

塩基性側：
端面が負に
帯電

（クレイ製造元）クニミネ工業（株）
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【特許第7466825号】「モルタル、及びコンクリート材料中のクレイ微粒子検出方法」

KIMURA, H., Appl. Clay Sci., 249, 107261 (2024). KIMURA, H., Materials, 17, 2891 (2024).

Ring BumpRing
Bump

SOL

物理ゲルのチキソトロピック性 液滴の乾燥パターン

● 生産性向上 フレッシュコンクリートのレオロジー特性を自在にコントロールでき、流動性が高いコンクリートを実現
 できるため、コンクリートの締固め作業が効率よく行え、建設工事の生産性向上に貢献します。

● 耐久性向上 物理ゲル化により、コンクリートの材料分離は抑制されます。固化した際の透気性も抑制され、耐久性が
 向上します。

● コスト削減 クレイナノシートは入手しやすい無機系材料であり、添加量が少量で投入作業も簡単なため、特別な安全
 対策や大掛かりな設備投資は不要です。生産性向上による技能労働者数の削減と併せてコンクリート工事
 の生産コストを削減できます。

1 mm 1 mm

1 mm

紹介動画（Youtube ）

株式会社名古屋テレビ映像

（字幕）岐阜大学広報係

Guコンポジット研究センター東海国立大学機構 岐阜大学 工学部
准教授　木村 浩
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工学部 化学・生命工学科 物質化学コース
教授　神原 信志

株式会社デンソー様が開催したグループ企業向けプライベート展・R&D 展示会に

「新しい学理」のエリアの１校として出展をしました。

企業として同じベクトルを持ちつつも、それぞれの職場で個別の課題を抱えた社員

の方々のみが来場されるという、一般的な公開型展示会とは異なる独特な雰囲気の

中、こちらもいつも以上の熱量を持って対応をさせていただきました。

R＆D展示会

自立型アンモニア分解水素製造触媒
反応器の開発 
　再ブルーアンモニアまたはグリーンアンモニア
は、脱炭素燃料として、また水素キャリアとして
期待されている。本研究室では、①アンモニア利用
の低炭素発電システム②CO2回収・メタネー
ションリサイクルシステムを研究開発中である。
　２つのシステムともに、エネルギー効率の高い
アンモニア分解触媒反応器の開発が必要と
なる。その触媒組成（主にルテニウム＋アルカリ
土類金属）の最適化はほぼ確立されたが、反応
器設計に関しては、研究開発が必要である。
　本研究では、アンモニア分解に必要な熱を発生
させるアンモニア酸化触媒とアンモニア分解触媒
を組み合わせた「自立型アンモニア分解水素
製造触媒反応器」を開発した。特に、熱伝導性の
良い材質と構造をもつ「触媒構造体」の開発を
行っており、実用器への展開を検討している。

株式会社デンソー　R&D展示会
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地方創生エネルギーシステム研究センター　
教授　上宮 成之

再エネ・EV統合マイクロ・ナノグリッドとCCUSを連携した
カーボンニュートラルエネルギーシステム 
　再生可能エネルギーの高効率化と利用率向上
を図り、それに伴う余剰エネルギーおよび排熱
を利用したCO2回収とリサイクル・固定化など
の要素技術を開発する。またこれらの技術をイン
テグレーションした地方自立型カーボンニュートラ
ルなエネルギーシステムの構築を目指す。
　岐阜大学には様々な分野から環境エネルギーに
関する研究を専門とする多くの教員が所属しており、
これらの叡知を集結することにより、2030年ならび
に2050年に向けてレジリエントで持続可能なカー
ボンゼロエミッション社会の実現に貢献する。
　本プロジェクトでは提案する新規技術のラボ
またはベンチスケールでの基盤技術試験を実施・
実証することをKGIとしている。ステークホルダー
としては地域住民、企業、自治体、大学であり、小規
模でも実証研究実施に対する協力関係が必要と
考えている。

株式会社デンソー　R&D展示会

人工知能研究推進センター 工学部電気電子・情報工学科　
教授 センター長　加藤 邦人

大規模視覚言語モデルによる
少量データからの汎用外観検査 
　少ないデータから判定できる超汎用外観検査AI（人工知能）を開発
した。この汎用外観検査AIは、画像と言語のマルチモーダルモデルAI
に、検査のための知識を学習させることで、良品と不良品2枚の画像
の例示と説明だけで外観検査を可能とする。これにより、検査ごとに
再学習の必要はなく、導入コストを大幅に削減可能することができる。
　研究ではまず、大量の良品、不良品画像とその説明文をマルチモー
ダルモデルで学習した。さらに、少数の例示から未知のデータに対し
て推論する「In-Context Learning」を用いて、少ない例示だけで
検査を可能とする知識を付加した。さらに、不良と判定した理由を
言語として出力することができる。
　AIを活用した従来の自動検査は、個々の製品に特化した大量の
データを必要とする。AIによる外観検査では判断の根拠が分からない
という説明性の問題もあった。新たな外観検査AIの開発では、こう
した既存のAIが持つ課題を解決する。
　現在はさらに汎用性を高めるよう研究を進めている。今後は、さら
に大量のデータを学習させ、モデルの改良による精度向上や汎用化、
より複雑な例示、熟練検査員の判断根拠生成を可能にする。

株式会社デンソー　R&D展示会
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OKB岐阜大学プラザ（Tokai Open Innovation Complex）からのお知らせ

「新しいことが学べ、また子供がお世話になった岐阜大学に少しでも貢献出来れば
と思い本職に応募し、本年６月から務めさせて頂くことになりました。
前職は外資系の半導体メーカー、その前は大手家電メーカーに勤めていました。
そこで培った経験を活かし、産学連携コーディネーターとして、誠心誠意努めて
まいります。」

コーディネーター
永田 康宣

新任産学連携コーディネーターのご紹介

岐阜大学 学術研究・産学官連携推進本部では、一昨年度より岐阜県庁にもコーディネーターを派遣し、商工労働部様とともに、多くの
企業様を訪問し、産学共同研究に関心を持っていただけるよう努めています。
今回は、その最前線で活躍をされている成瀬コーディネーターにお話を伺いました。

地方大学・地域産業創生推進係のメンバーと
県庁前にて撮影（右端：成瀬）

岐阜県庁でも活躍中！産学連携コーディネーター

　産学連携コーディネーターの成瀬です。私は、岐阜県商工労働部産業イノベーション推進課の地方大学・地域産業創生推進係に出向
し、大学と県庁の両方に籍を置き、現在は1週間の内、岐阜県庁に４日、岐阜大学に１日という業務形態で働いています。
　業務は主に、県庁の職員と一緒に県内企業を訪問し、企業様の助けになるような補助金の説明や補助金を活用した共同研究の提案
を行う事で、この１年半で延べ100社近い企業様を訪問し、ご提案をさせていただきました。
　訪問して分かったこととしては、様 な々補助金の情報を入手して、積極的に物品購入や
研究に補助金を活用されている企業様がある一方、補助金や大学の共同研究をあまり
活用したことが無い企業様も少なからずいらっしゃるという事です。
　今までに大学の共同研究とは縁のなかった企業様を訪問した際、大学との共同研究
をご提案すると、少し敷居が高くて出来ないという本音を漏らされる企業様も相当数
いらっしゃり、そのような企業様にも、岐阜大学のシーズや最近の共同研究の事例をご紹介
すると、大学が企業の課題に寄り添った研究を行うなど、想像よりも身近な存在であること
に驚かれることも多 あ々りました。
　また、岐阜県庁の一員として業務をさせていただき、コロナ禍や原材料高騰などの事業
環境の変化に柔軟に対応し、企業を下支えする為の補助金の検討、立案などを行う職員
の姿を間近で見て、その業務に一緒に携われていることを光栄に思っています。
　今後も岐阜県の企業様に補助金や大学のシーズなどの情報を提供し、企業のステップ
アップに活用していただけるよう尽力をしていきます。
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産 学 官 連 携 推 進 部 門
〒501-1193 岐阜市柳戸1番1

令和6年度 主な行事予定（令和6年10月～令和7年3月）

日時 令和6年10月23日（水）・24日（木）発酵食品ワールド2024　中部 場所 愛知県国際展示場

シーズ発表

日時 令和6年12月3日（火）岐阜大学産学連携フェア2024 場所 OKB岐阜大学プラザ

知的財産セミナー　～判例や最新トピックから学ぶ～

日時 奇数月開催知的財産セミナー（特許法、商標法、著作権法） 場所 岐阜大学

岐阜大学地域交流協力会

日時 令和6年12月3日（火）秋の記念講演会「サグリ株式会社 坪井俊輔氏」 場所 OKB岐阜大学プラザ（産連フェア2024と同時開催）

日時 令和6年10月25日（金）多治見ビジネスマッチング　企業お見合い 場所 多治見市産業文化センター

日時 令和6年10月25日（金）・26日（土）

令和6年10月30日（水）～11月1日（金）

ものづくり岐阜テクノフェア2024

メッセナゴヤ2024

場所 岐阜メモリアルセンター ふれ愛ドーム

日時

令和6年11月12日（火）・13日（水）Matching HUB Hokuriku 2024

場所 名古屋市国際展示場　ポートメッセなごや

日時 場所 ANAクラウンプラザホテル金沢

日時 令和7年1月31日（金）・2月1日（土）多治見ビジネスフェア「き」業展 場所 セラミックパークMINO

日時 令和7年2月予定岐阜地域産学官連携交流会2025

京都ビジネス交流フェア2025

場所 岐阜商工会議所

日時 令和7年2月13日（木）・14日（金） 場所 京都パルスプラザ（京都府総合見本市会館）

日時 令和7年3月5日（水）・6日（木）ジャパンヤーンフェア2025 場所 一宮市総合体育館　いちい信金アリーナ

岐阜大学の産学官連携事業に関する
お問い合わせ・ご相談等のワンストップ・ウィンドウ 総合相談窓口

TEL.058-293-2025　FAX.058-293-2032　E-mail:sangaku@t.gifu-u.ac.jp

https://ari.gifu-u.ac.jp
検索岐阜大学 学術研究・産学官連携推進本部

私たちがお手伝いします。

産学官連携推進部門

東海国立大学機構
岐阜大学

学術研究・産学官連携推進本部

産学官連携推進部門
知的財産担当

神谷 英明(特任教授・弁理士)
産学連携コーディネーター

産学官連携推進部門長・教授（応用生物科学部）
矢部 富雄

吉本 孝志
成瀬 孝志

日比 章雄
吉兼 智人

市浦 秀一
清水 雄一
永田 康宣

副部門長・特任教授
西田 芳之

副部門長・教授（高等研究院）
上原 雅行
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